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社会資本総合整備計画
入善町における地域の絆の強化と生活環境の向上による暮らしやすいまちづくり

【平成23～27年度】

事後評価シート

・ふなみ野地区都市再生整備計画事業【平成23～27年度】
・コミュニティバス運行事業【平成23年度】

平成29年3月

富山県入善町



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名

交付期間

基幹事業

提案事業

基幹事業

基幹事業

Ｃ効果促進
事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

 １）事業の実施状況
高次都市施設（（仮）舟見地区交流センター整備事業）から旧舟見
中学校跡地公園整備事業を分割したため。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

高次都市施設（（仮）舟見地区交流センター整備事業）から旧舟見
中学校校舎・プール解体事業を分割したため。

地区の観光資源を充実し交流人口の増加を図るとともに、観光客と
住民との交流を促進することを目的として足湯を整備するため。

影響なし

事業で購入するコミュニティバスの運行区域を都市再生整備計画地
区外に拡大し、地区住民の生活利便性の向上や地区内への観光・
交流促進等を図るため、社会資本総合整備計画の効果促進事業に
変更したため。

社会資本総合整備計画の数値目標を設定

計画期間内の事業着手が困難となったため。 指標２に関連するが、指標及び数値目標は据え置く

ふなみ野地区
都市再生整備

計画事業

地域創造支援事業（（仮）野中地区交流センターグラウン
ド照明整備事業）

ふなみ野地区
都市再生整備

計画事業 提案事業

計画期間内の事業着手が困難となったため。

交付期間
の変更

新たに追加し
た事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

 ２）社会資本総合整
　　備計画に記載した
　　目標を定量化する
　　指標の達成状況

指標４

観光入り込み客数

なし

－○

25,865 H21 25,865 H27 26,029

消雪設備の整備や、住民団体への除雪機
の貸与を行うことで、住民のまちづくりに対
する取り組みが活発化され、自助、共助が
浸透し、除雪活動が促進された。

主要地点への案内誘導サインの整備を行
うとともに、観光資源を紹介する案内看板
の整備を行うことで、地域資源等の魅力発
信や住民と来訪者との交流が促進され、交
流人口の拡大につながった。

効果発現要因
（総合所見）

-

フォローアップ
予定時期

1年以内の
達成見込み

地域交流センターの整備を行うことで、住
民相互の交流が促進され、利用増につな
がった。

－

目標
達成度

○H21 H27

 ５）実施過程の評価

・住民を対象としたまちづくり懇談会では、参加者より積極的に意見が出されるなど、まちづくりに対する住民の意識が高められた。

-

従前値 目標値 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

その他の
数値指標1

実施内容 実施状況

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

今後も継続的にまちづくり懇談会を開催し、住民の意見をまちづくりに反
映させる
今後も「舟見七夕まつり」を実施
今後も住民による除排雪の取り組みを推進する

モニタリング なし

社会資本総合整備計画に記載し、実施できた
今後の対応方針等

社会資本総合整備計画に記載し、実施できた

指標３
コミュニティバスの１日当たり
利用者数

影響なし

影響なし

指標２に関連するが、指標及び数値目標は据え置く

人/年

指標1

指標２

なし

7.3

指　標

コミュニティ施設の年間利用
回数

数　　値

人/日 26.3 H22 26.3 -

従前値 目標値

地域創造支援事業（コミュニティバス運行事業）から社会資本総合
整備計画の効果促進事業に変更したため。

社会資本総合整備計画の数値目標を設定

○-

－

社会資本総合整備計画に記載はなかったが、実施した

社会資本総合整備計画に記載したが、実施できなかった

まちづくりに関する懇談会の開催
「舟見七夕まつり」の開催
舟見地区地域ぐるみ除排雪委員会の除排雪実施

社会資本総合整備計画に記載し、実施できた

社会資本総合整備計画に記載はなかったが、実施した

社会資本総合整備計画に記載したが、実施できなかった

H27

社会資本総合整備計画に記載はなかったが、実施した

社会資本総合整備計画に記載したが、実施できなかった

-

数　　値 フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

住民による除雪路線数 路線 12 H21 20

効果発現要因
（総合所見）

入善町

平成23年度～平成27年度

交付対象事業費

計画名

事業名

高次都市施設（（仮）野中地区交流センター整備事業）から（仮）野
中地区交流センターグラウンド照明整備事業を分割したため。

地域創造支援事業（社会体育館監視カメラ整備事業）

20H27 -

回/年 6.9

コミュニティバス運行事業

32.7 ○

コミュニティバスの運行体制を強化すること
により、地域住民の交通手段の充実や観
光地へのアクセス向上が促進され、利用増
につながった。

9.8

H30年３月末頃

平成23年度～平成27年度 平成28年度事後評価実施時期

富山県 市町村名 入善町における地域の絆の強化と生活環境の向上による暮らしやすいまちづくり

1,236.5百万円

道路（舟見山自然公園線、愛本新小森水線、西裏線、西中中沢線、舟見地区消雪事業）、公園（舟見山自然公園整備事業）、地域生活基盤施設（サイン整備事業、耐震性防火水槽整備事
業）、高次都市施設（（仮）舟見地区交流センター整備事業、（仮）野中地区交流センター整備事業）

Ａ基幹事業

提案事業
Ａ基幹事業

公園（舟見山自然公園整備事業）

地域創造支援事業（コミュニティバス運行事業）

地域創造支援事業（観光拠点アクセス道路整備事業）

公園（旧舟見中学校跡地公園整備事業）

地域創造支援事業（舟見リバーサイドパーク足湯整備事
業）

地域創造支援事業（旧舟見中学校跡地公園整備事業）

指標２に関連するが、指標及び数値目標は据え置く

高次都市施設（（仮）舟見地区交流センター整備事業）から社会体
育館監視カメラ整備事業を分割したため。

影響なし

Ａ基幹事業
ふなみ野地区
都市再生整備

計画事業 地域創造支援事業（コミュニティバス運行事業、雪に強いまちづくり支援事業、観光拠点アクセス道路整備事業）、事業活用調査（事業効果分析事業）



様式２－２　地区の概要

単位：回/年 6.9 H21 7.3 H27 9.8 H27

単位：人/年 25,865 H21 25,865 H27 26,029 H27

単位：人/日 26.3 H22 26.3 H27 32.7 H27

単位：路線 12 H21 20 H27 20 H27

目標値 評価値

住民による除雪路線数

コミュニティバスの１日当たり利用者数

入善町における地域の絆の強化と生活環境の向上による暮らしやすいまちづくり　（富山県入善町）　社会資本総合整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

観光入り込み客数

コミュニティ施設の年間利用回数
　舟見地区及び野中地区を中心として、地域コミュニティにおける住民相互の交流促進や、観光交流の促進による地
域の活性化を図るとともに、両地区と町中心部を結ぶコミュニティバス網の充実によって、地域間の交流促進による活
性化と町中心部との連携強化による生活環境の向上を図ることにより、地域の活力向上と暮らしやすいまちづくりを目
指す。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・地区住民の交流拠点である交流施設について、現在の利用状況を維持するための施策を行う。
・さらなる交流人口を増加を図るため、各観光施設のPRやイベント支援を行う。
・今回整備された道路や消雪設備の維持管理を行う。
・利用者のニーズに応じた公共交通の運行方法等を検討する。
・交流施設等を活用した防災意識を向上させる施策を行う。

まちの課題の変化

・「住民相互の交流促進」については、地区の交流の場である地域交流センターや、その周辺施設整備を行うことで、住民相互の交流が促進された。
・「来訪者との交流促進」については、主要地点への案内誘導サインの整備を行うとともに、観光資源を紹介する案内看板の整備を行うことで、地域資源等の魅力発信や住民と来訪者との交流が促進され、交流人口の拡大につながっ
た。
・「生活環境の向上」については、地域の基幹道路や消雪設備の整備、コミュニティバスの運行体制の強化を行うことで、住民の移動環境が向上した。また、地区の避難施設としての機能を持つ交流施設を整備することで、地域の防災
性が向上した。

（仮）舟見地区交流センター （仮）野中地区交流センター


